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今号からMR（僧帽弁閉鎖不全症）の治療につい
てお話しします。実際にMRと診断されるケースは
StageBが多いですが、飼い主さんが症状に気がつか
ずに発症しStageCで診断されることもあります。
まず、StageAは特別な犬種のみで生まれたときか
ら該当します。StageB1 は僧帽弁領域に心雑音を認
めるが、検査でMRの基準を満たしていない初期で
ある状態。このふたつの Stage において、投薬は必
要ありません。ただ、注意したいのは「MR 以外の疾
患がない」という前提です。
次の StageB2、すなわち心エコー検査・レント
ゲン検査においてMRの心拡大の基準を満たすもの
の、肺水腫の症状がまだ発現していない状態。次の
StageC からは、肺水腫やなんらかのMRの症状が
あるので、最低限それに対して投薬をするのは理にか

なっていると言えます。飼い主さんもその症状を治療
してほしいと望んでいます。しかし StageB2 では、
症状は軽度の運動不耐性で飼い主さんが気付かないこ
ともあり、犬が苦しんでいる症状はありません。それ
でも最新の ACVIM ガイドラインでは、StageB2
以上の MR においてピモベンダンの投与を推奨して
います。StageB2 からピモベンダンを投薬した場合
に、心不全発現までの期間を延ばし延命にもつながっ
たという複数の文献が根拠です。投薬が大変でなく経
済的に問題なければ、投薬を始めることをお勧めしま
す。また、StageB2 では食事制限や過度な運動制限
は必要ありません。しかし、人の食事や加工食品など
過度な塩分摂取があるなら改めるべきです。

MR の悪化要因として、高塩分摂取、フィラリア症、
全身性高血圧、慢性腎臓病などが考えられます。MR

が発症要因となるうっ血性心不全は、全身性高血圧も
慢性腎臓病も、アルドステロンというホルモンにより
それぞれを相互に悪化させる傾向があるので、これら
の併発疾患がある場合は抗アルドステロン作用のある
薬物やその前駆物質であるアンギオテンシン阻害薬な
どが処方されます。
StageC にいったんなると、症状が消えても
StageCに該当するのですが、飼い主さんの告知、認
識不足などからStageB2と評価されてしまうことが

あります。それでも治療しては StageC に対する治
療が推奨されます。StageCは病態も様々で、初発な
のに命に関わることもあれば、何回も同じような軽い
症状を繰り返すケースもあります。

飼い主として考えることは、薬物治療以前に、運動
制限や食事療法の他に、心拍数・呼吸数をなるべく落
ち着かせるように動物が安心してリラックスして暮ら
せる環境を整えてあげることも大切です。（次号に続く）
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